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活動とマップ制作
山陽学園大学学生チーム
総合人間学部 言語文化学科
教職課程（国語）の学生
２年　芦立、池田、福間

　　 ３年　片山、坂本
監修  田辺大藏

 ○連絡先
岡山市中区平井一丁目14-1
TEL 086-272-6254
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　　岡山藩の藩学校跡と泮池　（北区蕃山町）
　　藩学校は、武士の子どもの学校。1669（寛文9）年、藩主池田
光政によって開設される。江戸幕府の湯島聖堂よりも早い開設
であった。そういった教育県岡山の素地が、多くの言葉を紡ぎ、
今をかたちづくる。この跡地では教育県岡山のルーツの碑を多
く見ることができる。「熊沢蕃山先生之碑」「働學（市立岡山商業
高等学校）」「岡山二女の跡」「岡山県女子師範学校跡」「岡山大学
教育学部附属小学校発祥之地」など。

　「（1945年）六月廿三日。朝微雨。正午に歇む。出でて旧 藩校の
堂宇を見る。堂は県立師範学校女子部の講堂内に在り。路傍の門
も客舎に同じく江戸時代の遺物なり。この門より堂を望む光景
おのずから人をして、敬虔の心を起こさしむ」

永井荷風　『罹災日録』

　　旧 石井尋常小学校（現 石井小学校）
　　現在の島田本町に生まれた坪田譲治は、旧 石井尋常小学校
で幼年時代を過ごす。卒業後は、旧 養忠学校　　に進む。「故郷
は岡山市を西にさること、誠に数町を出ない。いや、現在におい
てはすでに岡山市となっている（加藤章ほか『坪田譲治の世
界』）」の言葉もあるが、そう遠くではなく、岡山駅から西南西に
1.3㎞の所に生家跡（島田本町2-7-3）がある。
　近くには当時を偲ぶ樹齢百年を超えるクスノキとともに、「心
の遠きところ　花静なる　田園あり」の碑     が建つ。
　作家になってからも、母校に必ず自作本を寄贈した。児童たち
もそれらを「坪田文庫」として大切にしている。また、学校行事と
して、命日の７月７日付近には、「つぼジョー集会（旧 善太と三
平の星まつり）」を開催する。上級生が下級生に、紙芝居で坪田譲
治を紹介したり、クイズで出題したりする。
　校門脇には「うさぎとかめをわすれずに」の言葉が刻まれた碑
が建っている。小学校のみならず、町内会全体でも「坪田譲治の
街　石井学区」として、坪田譲治を顕彰する。
　他に、少女の彫刻が施された「童心浄土」の碑は、⑴ 岡山市立
中央図書館（北区二日市町）の前庭に。市は名誉市民に指定
（1979年）し、「坪田譲治文学賞」を制定（1984年）した。

　　岡山県立図書館
　　1906年に日露戦争の戦捷記念図書館として、県が岡山市石
関町亜公園跡地に設立するが、戦災で焼失する。その後、総合文
化センターとして再出発。2004年に岡山市立丸の内中学校（旧 
養忠学校、旧 第一中学校）跡地でリニューアルオープンする。入
館者数と個人貸出冊数が全国都道府県中第一位を何年も達成
し、メディアにもよく取り上げられている。

　　吉備路文学館（北区南方3-5-35）
　　「精神文化の継承と向上に役立ちたい」との思いから、地元
の中国銀行が文学カルチャースペースとして創設した文学に特
化した博物館。明治以後の吉備路ゆかりの小説家、歌人、詩人、俳
人、映画人などの著書・資料を収集・展示している。童話、外国文
学、評論、出版、演劇等と範囲も幅広い。所縁の作家・文学者に関
する資料等の提供も受け付けている。
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山陽学園大学　教職課程（国語）班
印刷助成：岡山市・岡山市文学賞運営委員会

Ａ　郭　沫　若
Ｂ　中村　憲吉
Ｃ　辻　　濛雨
Ｄ　有本　芳水
Ｅ　斎藤　茂吉
　　昭 和 天 皇
　　藤原　定家
Ｆ　（漢字一字）
Ｇ　内田　百閒
Ｈ　内田　百閒
Ｉ　薄田　泣菫
　　中塚一碧楼
　　内田　百閒
　　吉行エイスケ
　　小手鞠るい
　　小川　洋子
　　石堂　淑朗
　　森谷　司郎
　　高畑　　勲
Ｊ　原田　宗典
　　山尾　悠子
　　柴田錬三郎
　　鈴木　　隆
Ｋ　小暮夕紀子
　　坂手　洋二
Ｌ　新渡戸稲造
　　渋沢　栄一
　　新島　八重
　　原田　マハ
　　菊池　　寛
　　高嶋　哲夫
Ｍ　内田　百閒
　　与謝野鉄幹
Ｎ　熊沢　蕃山
　　永井　荷風
Ｏ　坪田　譲治
番外 夏目　漱石
　　森　　鷗外
　　谷崎潤一郎
　　上代　晧三
　　与謝野鉄幹
　　正岡　子規
　　高浜　虚子
　　吉野　秀雄

文学散歩クイズ
０　あさのあつこ
１　永井　荷風
２　永井　荷風
３　原田　マハ
　　原田　宗典
４　竹久　夢二
　　永井　荷風
５　夏目　漱石
６　原田　マハ
７　棟田　　博
　　星野　立子
８　菊池　　寛
９　内田　百閒
　　石井　十次
　　徳富　蘇峰
　　山田　耕筰
10　横溝　正史
11　菊池　　寛
　　原田　マハ
12　内田　百閒
　　夏目　漱石
13　内田　百閒
14　永井　荷風
15　内田　百閒
16　内田　百閒
17　尾上松之助
　　牧野　省三
18　内田　百閒
　　原田　マハ
19　池田　綱政
　　宝井　其角
　　与謝野鉄幹
20　鈴木　　隆
　　坪田　譲治
　　鈴木　清順
21　渡辺たをり
　　谷崎潤一郎
　　安井曾太郎
　　梅原龍三郎
22　遠藤　周作
　　安岡章太郎
23　丸谷　才一
　　石川　　淳
　　吉行淳之介
24　棟田　　博
　　野村芳太郎
25　林　芙美子
　　菊田　一夫
　　成瀬巳喜男
26　与謝野鉄幹
27　原田　マハ
28　永井　荷風
29　吉行エイスケ
　　吉行あぐり
　　吉行淳之介
　　吉行　理恵
30　原田　マハ
31　永井　荷風
32　夏目　漱石
33　永井　荷風
　　谷崎潤一郎

☆所縁の地☆

１　坪田　譲治
２　河合又五郎
　　長谷川　伸
３　渡辺　数馬
　　近松　半二
４　浦上　玉堂
　　湯浅　常山
５　竹田　出雲
　　早水藤左衛門
６　あさのあつこ
　　津田　永忠
７　吉村　　昭
８　新田　次郎
　　森谷　司郎
　　藤原　正彦
９　吉行淳之介
　　内田　百閒
　　高橋　義孝
10　坪田　譲治
　　小川　未明

☆ 案 内 板 ☆

１　竹久　夢二
２　奥山　朝恭
　　内田　百閒
３　大西　　祝
　　新島　　襄
　　坪内　逍遙
　　上代　　淑
４　夏目　漱石
５　筒井　康隆
　　小松　左京
　　星　　新一
６　熊沢　蕃山
　　津田　永忠
７　松尾　芭蕉
８　福田　英子
　　平塚らいてう
　　犬養　　毅
　　石川　達三

☆句碑・詩碑等☆

10　 案内看板

10　 碑 （句碑、歌碑、詩碑）

33　 所縁の地

12    学校痕跡の記憶

岡山城の痕跡
建物や石垣
　　　　 （城下町時代）

岡山城お堀跡

西国街道
　　　　 （近世山陽道）

城下町時代等の
名残を残す町名

名勝岡山後楽園界隈 の文学散歩クイズ

次の各問に答えて、言葉と場所をお楽しみください。
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆☆☆　後楽園内（北から南へ）　☆☆☆
【問】　詩人であり歴史学者である郭沫若は、後楽園を訪れたとき、あるものがいないの
で寂しく感じ、この詩を読んだと伝えられています。そのあるものとは何でしょうか。

　　　①　龍　　　　　　　　②　虎　　　　　　　　③　鶴

「春さむき梅の疎林をゆく（  　　）の たかくあゆみて枝をくぐらず」
【問】　この歌の作者は中村健吉です。（　　　）にはある動物が入りますが、何でしょう。

　　　①　鶴　　　　　　　　②　鹿　　　　　　　　③　馬

 「（　　　）暁の園丁鶴を放ちけり」
【問】　歯科医でもある辻濛雨は、ホトトギス派の俳人です。（　　）に入る季節は･･･。

　　　①　春　　　　　　　　②　秋　　　　　　　　③　冬
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆☆☆　後楽園外（北から南へ）　☆☆☆
「小鳥よ 小鳥 うらやまし うまれ故郷の 恋しさに 

　　　　　　　　　　　　　　　　小とりとなりて 春の日に 声はりあげて うたひたや」　
【問】　有本芳水の碑に刻まれている詩の題は次のどれでしょう。

　　　①　小鳥よ　　　　　　②　ことりよ　　　　　③　小とりよ

「きし近く烏城そびえて旭川 ながれゆたかに春たけむとす」
【問】　作者は、歌も仕事の一つとする、家系の人です。碑は入江相政の揮毫です。

　　　①　斎藤茂吉　　　　　②　昭和天皇　　　　　③　藤原定家　

一文字の碑
たった一文字だけを刻んだ碑があります。第 高等学校 艇友会の碑です。
【問】　その一文字は、漢字一字です。その漢字は何でしょうか。

　　　①　櫂　　　　　　　　②　滑　　　　　　　　③　漕
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆☆☆　旭川東岸（内田百閒生家近く）　☆☆☆　
「木蓮や壁の外吹く俄風」
【問】　内田百閒の生家跡近くにある句碑の上には牛がいますが、どういう縁でしょう。

　　　①　丑年生まれだから、　　　　　　　　　　　②　実家で飼っていたから、
　　　③　すき焼きが好物だったから　

「子供の時から朝は丹頂の鶴の、（　　　　　　　）と鳴きわたる声で目をさました」
【問】　内田百閒記念碑園の『古里を思ふ』の一節です。鶴の声の表現は･･･。
　①　かっか、かっか　　②　くおっ、くおっ　　③　けれい、けれい
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆☆☆　番外（ある日記からの出題）　☆☆☆
【問】「（1910年1月12日）午後、歩兵第五十四連隊と騎兵の両営を視る。官事畢りて
　後楽園を観にゆく」の日記の作者は次の文豪のうち誰でしょう。

　　　①　夏目漱石　　　　　②　森鷗外　　　　　　③　谷崎潤一郎
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

※　その他の作家による「後楽園」での作品　※
・「水わたる風になびかふ竹林の 緑に透きて黄ばむ庭芝」（上代晧三）
・「挨拶の短きも好し岡山に 今日逢ふはみな流俗の外」（与謝野鉄幹）
・「松は松あきはもとより秋ながら」、「鶴ならぶ姿を秋のひやみかな」（正岡子規）
・「城を見て後楽園の秋の水」、「夕凪の後楽園に今ありぬ」（高浜虚子）
・「射し足らすけふの春日は沢之池の 砂利島の砂のかがよひに見る」（吉野秀雄）
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

※　岡山市立図書館（10館）　※
⑴ 中央図書館、⑵ 幸町図書館、⑶ 浦安総合公園図書館、⑷ 足守図書館、⑸ 伊島図書館、⑹ 建
部町図書館、⑺ 御津図書館、⑻ 瀬戸町図書館、⑼ 灘崎図書館、⑽ 西大寺緑化公園緑の図書室
に、燕々文庫、木畑文庫、国富文庫、河本文庫、高田文庫、坪田文庫、藤原文庫、安井文庫、山田文
庫など、特別文庫も収蔵している。
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
最終問題：この地図から裏面のような説明文を、オリジナル作成してみてください。

岡山朝日高等学校（中区 古京町）
藩校  の流れをくみ、岡中、一中、一高の流れ

と、二女、二女高の流れがひとつになった岡山五校の
ひとつ。 　 校の跡地に建ち、校内に郭沫若の詩碑も
ある。薄田泣菫、中塚一碧楼、内田百閒、吉行エイス
ケ、小手毬るい、小川洋子『妊娠カレンダー（芥川
賞）』、石堂淑朗、森谷司郎、高畑勲等、多くの文学・
映画作家を輩出する。

岡山操山高等学校（中区 浜）
第一高等女学校（一  、1900年）と、第二岡

山中学校（二中、1921年）が母体。一   は磨屋町
の岡山寺内から大供に移り、その後、浜に落ち着く。
　原田宗典、山尾悠子など排出。柴田錬三郎（中退、
『イエスの裔（直木賞）』）の「眠狂四郎シリーズ」、
鈴木隆『けんかえれじい』は映画化されヒット。

「私は、文字通りの餓鬼大将で勉強など全くやらな
かったので、教師の方で、かってに、二中の方へ、入
学願書を提出してしまったのである。私は、はいって
みて、しまった、と思った。（中略）万事につけて二
中の方が、厳格であり、窮屈であった」

柴田錬三郎『わたしの母校』

岡山芳泉高等学校（南区 芳泉）
岡山五校の中での歴史は浅いが、小暮夕紀子

や、劇作家で元日本劇作家協会会長の坂手洋二なども
排出する。両氏とも芳田泰朗先生の教え子。

山陽学園中学校・高等学校
1886年創立の私立学校。新渡戸稲造、渋沢栄一、

新島八重などの著名人も講演に訪れた。卒業生の原田
マハが著した『でーれーガールズ』は映画化も。
　また、菊池寛は『心の日月』の主人公皆川麗子を、
旧 山陽高等女学校の生徒のイメージ「山陽さん」で
描いた。映画では「　 高生」を菅原謙次が、「山陽さん」
を若尾文子が演じた。
　さらに現在、山陽学園大学（中区平井）では、現役
作家として高嶋哲夫が「日本作品作家研究」で講義を
担当している。

岡山後楽園（能舞台、延養亭）と安住院
1707年に藩主綱政によってつくられた能舞台は

岡山大空襲で焼失した。後、復元され、現在に至る。
岡山ゆかりの能「藤戸」や、復曲・新曲の「吉備津宮」、
「誕生寺」、そして備前の名刀の名前がついた狂言「長
光」は現在でも上演される。
　能舞台隣の延養亭の座敷から望む先（矢印）には借
景の中に安住院の多宝塔が見える。ここ安住院は内田
百閒の墓所でもある。
句碑「春風や川浪高く道をひたし」は　　にある。
　また、安住院は与謝野鉄幹が14歳の頃寓居してい
た場所でもある。安ちゃんという岡山市森下町の少女
と親しくなる。「初めて相見しは同い年の我も十五、
君も十五（中略）、はては学校がへりを寄るやうにも
なりて、森下の町はづれは廻り路の遠きをも厭はざり
き」と『わが初恋』で述懐する。
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JR山陽新幹線

JR山陽本線

JR津山線

ベネッセ本社

吉備路文学館

記録資料館

南方北公園

南方公園

生家跡

岡山
地方裁判所

岡山市立
岡山中央小学校

就実中学校
高等学校

岡山
プラザホテル夢二郷土

美術館

正門
県立
博物館

林原
美術館

岡山県庁

岡山県立図書館

大福寺裏手

南門

岡山市立
岡山中央中学校

天神山　
文化プラザ

岡山シティ
ミュージアム

ANAクラウン
プラザホテル
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凡例 番号は （城下）を中心に時計回り

文学創造都市　　　岡山

地力（岡山）と知力（学校）の融合が紡ぐ文学の記録

城下町岡山 de 文学散策

懐中文学地図「言場」
こ と の ば

３

２

１

山陽学園
中学校・高等学校

N

裏面は

「作家
・作品

」

豆解説


